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発 の 頻 度 、 と い っ た こ と が 定 か で は な い 、 予 測 が で き な い と い っ た 「 不 確 か さ






に「取り繕うこと（ covering up）」（ Wiener  1975 :  99）、社会的役割を身体状況に関わら





（ justi fy  inaction）」（ Wiener  1975 :  100）を難しくさせ、不信を招くことがある。  
もう一つの「常態化」には、先に述べた、取り繕いや社会的役割の維持といった無理を
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